
Ⅰ．はじめに

　近年，伐期の長期化に伴い，県下のスギ人工林で根株腐朽被害

が多発し，大きな問題になっている。この被害は，材価の高い元

玉を腐朽させることから，森林所有者に大きな経済的損失を与え

ている。これまで，九州におけるスギ根株腐朽被害の病原菌とし

ては，熊本県人吉市における未同定の担子菌（1）と佐賀県にお

けるヒメカバイロタケモドキ（2）の２例が報告されている。そ

こで，本被害の病原菌を明らかにするため，スギ根株腐朽被害木

から菌を分離し，分離菌の肉眼的特徴，顕微鏡的特徴及び生理的

特徴について調査したので，その結果を報告する。

Ⅱ．調査地と調査方法

　調査地は熊本県阿蘇郡南小国町のスギ４０年生，面積１ ha の林

分である（表－１）。

（１）菌の分離及び分離菌の特徴観察

　林分内に調査プロットを２箇所（１０m×７０m及び１０m×３０m）

設定し，この中に含まれる間伐対象木１１０本を調査木とした。調

査木は，２００４年６月に伐倒し，伐採木口面における腐朽被害の有

無を調査した。腐朽被害が確認された場合，腐朽部を含む厚さ

１０cmの円盤を採取し，これを持ち帰って冷蔵庫で２～３日間乾

燥させた。乾燥させた円盤から腐朽部の材ブロックを作成し，火

炎滅菌した剪定バサミで３～５mm立方の材片を切り取り，表面

を火炎滅菌後，直径９０mmのシャーレにポテト・ブドウ糖寒天培

地を約２０ml 分注した平板培地（以下，PDA平板培地）に置床し，

２５℃暗黒下で１４日間培養した。培地上に伸長した菌のうち，光学

顕微鏡下で菌糸の隔壁部にクランプが観察されたものを担子菌と

して調査に供した。得られた担子菌の菌株を PDA平板培地に移

植，２５℃暗黒下で５～７日間培養後，菌叢の先端部付近を滅菌し

た直径５mmのコルクボーラーでくり抜き，菌叢ディスクを作成

した。菌叢ディスクは，PDA平板培地の中央に移植，２５℃暗黒下

で６週間培養し，７日ごとに菌叢の肉眼的特徴と菌糸の顕微鏡的

特徴を観察した。なお，顕微鏡観察には，５％水酸化カリウム水

溶液を用いた。また，染色液にメルツァー液及び硫酸バニリンを

用いた。

（２）培養菌糸の生理的特徴　

　（１）と同様の方法で作成した担子菌の菌叢ディスクを，PDA

平板培地の中央に移植，４～４０℃の範囲で培養温度３ ℃ごと，１３

段階に設定し，暗黒下で培養，菌叢の直径が約１．５cmから約６

cmに生長するまでの期間を測定し，菌糸の生長速度を算出した。

形態的に同一と考えられるグループごとに各２菌株５回繰り返し

を行った。１－ナフトール・アルコール溶液とチロシン・アル

コール懸濁液をそれぞれ培養菌叢の周縁付近に滴下し，その後の

呈色反応により，酸化酵素活性の有無を判別した。

Ⅲ．結果と考察

（１）菌の分離及び分離菌の特徴観察

　腐朽被害は，調査木１１０本中７５本（被害率６８％）で確認された。

被害木７５本中４５本（６０％）から菌糸にクランプを有する担子菌が

分離された。これら担子菌は，菌糸の顕微鏡的特徴及び菌叢の肉

眼的特徴から２種類（以下，A菌，B菌）に分類され，菌が分離

された被害木４５本中，A菌が８本（１８％），B菌が３７本（８２％）か

ら分離された。A菌と B菌の特徴を以下に示す。

＜A菌＞

（菌叢の肉眼的特徴）

　辺縁部は均一に生長，無色，中心部は綿毛状～フェルト状，白

色，のちしばしば部分的に帯黄色～淡褐色，菌臭を持つ。

（菌糸の顕微鏡的特徴）

１．菌叢周縁部（Advancing　zone）

　原菌糸は無色，薄壁，すべての隔壁にクランプを持つ，しばし

ば分岐，幅は１．５～３．８μm。

２．気中菌糸（Aerial hyphae）

　（a）原菌糸は無色，薄壁，すべての隔壁にクランプを持つ，し

ばしば分岐，幅は１．５～４．３μm。（b）繊維状菌糸（fiber 

hyphae）は無色，厚壁，内腔（lumen）は狭いあるいは無い，

やや屈曲，しばしば分岐，隔壁を持たない，幅は０．４～２．５μm，
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表－１．調査林分の概要
標高斜面方位斜面傾斜平均胸高直径平均樹高
６００m東０～３５度２１．５cm１７．５m



多数存在，メルツァー液で淡褐色～赤褐色に染まる。

＜B菌＞

（菌叢の肉眼的特徴）

　辺縁部は不均一に生長し，無色～白色，中心部ははじめ，綿毛

状～放射状に絹糸状，白色，のちフェルト状，部分的に殻皮状と

なる。殻皮状部ははじめ白色，のち帯黄白色，強い果実臭を持つ。

（菌糸の顕微鏡的特徴）

１．菌叢周縁部

　原菌糸は無色，薄壁，隔壁にはクランプを持たないかまれにク

ランプを持つ，しばしば分岐，幅は２．５～５．５μm。

２．気中菌糸

　（a）原菌糸は無色，薄壁，一部の隔壁にクランプを持つ，幅は

２．５～６．３μm。（b）粘質原菌糸（gloeoplerous hyphae）は無色，

薄壁，一部の隔壁にクランプを持つ，幅は３．８～７．０μm，硫酸バ

ニリンで淡赤色に染まる。（c）表皮状細胞（cuticular cells）は

無色，はじめ薄壁，のち厚壁，殻皮状の部分に形成される。

（２）培養菌糸の生理的特徴

１．培養温度と菌糸生長速度の関係

　結果を図－１，２に示す。A菌とB菌は，ともに２５℃での生長速

度が５～６mm ／ day で，７～３４℃の範囲で生長したが，４℃以下

及び３７℃以上では生長しなかった。生長最適温度は，A菌で２５℃

付近，B菌で２５～２８℃付近であると考えられた。

２．酸化酵素反応

　A菌，B菌ともに，１－ナフトール・アルコール溶液で濃紫色に

変色，チロシン・アルコール懸濁液で淡茶色に変色した。このこ

とから，A菌と B菌はともに，ラッカーゼ活性及びチロシナーゼ

活性を示し，両菌は白色腐朽菌であると考えられる（3）。

Ⅳ．おわりに

　本試験で分離された担子菌の菌株は，菌叢の肉眼的特徴と菌糸

の顕微鏡的特徴から２種類に分けられた。今後，多くの調査地で

腐朽被害材を採取し，さらに菌の分離を行うとともに，菌の同定

作業を進める必要がある。
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図－１．温度と菌糸生長速度の関係（A菌） 図－２．温度と菌糸生長速度の関係（B菌）


